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７
月
２０
日
（
金
）
岩
国
総
合
庁
舎
入
札
会
議
室

に
お
い
て
、
執
行
委
員
・
代
議
員
を
含
め
２９
名
参

加
の
も
と
、
２
０
１
８
年
度
岩
国
支
部
定
期
大
会

を
開
催
し
た
。
大
会
で
は
昨
年
度
の
活
動
を
総
括

し
、
今
年
度
の
運
動
方
針
・
会
計
予
算
な
ど
を
決

定
し
た
。 

 

 

中
村
支
部
長
が
災
害

対
応
業
務
に
よ
り
出
席

で
き
な
か
っ
た
た
め
、

山
田
書
記
長
が
大
会
に

先
立
ち
「
本
来
な
ら
支

部
長
の
中
村
が
挨
拶
す

べ
き
で
あ
る
が
、
被
災

し
て
い
る
県
民
の
た
め

災
害
対
応
業
務
に
追
わ

れ
て
お
り
出
席
が
叶
わ

な
い
こ
と
に
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
西
日
本
豪

雨
災
害
に
よ
り
、
大
会

の
延
期
も
考
慮
し
た

が
、
本
日
、
大
会
を
開

催
で
き
た
こ
と
に
組
合

員
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
る
。
組
合
の
求
心

力
低
下
は
組
合
が
組
合

員
の
声
を
当
局
に
ぶ
つ

け
る
こ
と
な
く
、
組
合

内
で
消
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
一
因
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
、
組
合
員
の

た
め
の
組
合
で
な
く
て

は
組
合
の
存
在
価
値
は

な
い
。
支
部
執
行
部
と

し
て
支
部
組
合
員
の
声

を
大
事
に
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
選
挙
闘
争
に

つ
い
て
は
、
全
国
的
に

投
票
率
の
低
下
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
、
ま
ず
は

支
部
と
し
て
は
、
『
投

票
に
行
こ
う
』
と
運
動

し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。 

続
い
て
、
二
宮
県
職

労
本
部
委
員
長
、
小
田

村
特
別
執
行
委
員
、
石

原
岩
国
市
議
会
議
員
な

ど
が
挨
拶
を
行
っ
た
。 

２
０
１
７
年
度
一
般

経
過
報
告
で
は
、
昨
年

度
の
福
利
厚
生
事
業
の

参
加
率
が
低
か
っ
た
こ

と
に
触
れ
、
周
知
不
足

が
原
因
で
あ
っ
た
と
執

行
部
と
し
て
分
析
し
て

い
る
。
本
年
度
は
、
支

部
の
広
報
誌
な
ど
を
活

用
し
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
し
た
。 

つ
づ
く
、
２
０
１
８

年
度
運
動
方
針
で
は
、

福
利
厚
生
事
業
に
つ
い

て
は
、
他
県
や
他
地
域

で
の
行
事
よ
り
も
、
岩

国
地
域
で
楽
し
め
る
企

画
を
優
先
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
本
年
度

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

ま
で
の
企
画
を
一
新

し
、
「
う
飼
い
」
を
企

画
す
る
。
ま
た
、
ス
ポ

ー
ツ
関
連
事
業
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
は
野

球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
及

び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
限

定
し
て
い
た
が
、
組
合

員
か
ら
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
サ
ッ
カ
ー
や
卓
球

な
ど
の
取
り
組
み
も
試

み
た
い
と
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
８
年
度
会
計
予

算
、
岩
国
支
部
規
約
改

正
に
つ
い
て
も
執
行
部

か
ら
提
案
さ
れ
、
全
議

案
全
会
一
致
で
す
べ
て

承
認
さ
れ
た
。
７
月
２

０
日
（
金
）
岩
国
総
合

庁
舎
入
札
会
議
室
に
お

い
て
、
執
行
委
員
・
代

議
員
を
含
め
●
●
名
参

加
の
も
と
、
２
０
１
８

年
度
岩
国
支
部
定
期
大

会
を
開
催
し
た
。
大
会

で
は
昨
年
度
の
活
動
を

総
括
し
、
今
年
度
の
運

動
方
針
・
会
計
予
算
な

ど
を
決
定
し
た
。 

 

 

あ
た
り
「
本
来
な
ら
支

部
長
の
中
村
が
挨
拶
す

べ
き
で
あ
る
が
、
被
災

し
て
い
る
県
民
の
た
め

災
害
対
応
業
務
に
追
わ

れ
て
お
り
出
席
が
叶
わ

な
い
こ
と
に
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
西
日
本
豪

雨
災
害
に
よ
り
、
大
会

の
延
期
も
考
慮
し
た

が
、
本
日
、
大
会
を
開

催
で
き
た
こ
と
に
組
合

員
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
る
。
組
合
の
求
心

力
低
下
は
組
合
が
組
合

員
の
声
を
当
局
に
ぶ
つ

け
る
こ
と
な
く
、
組
合

内
で
消
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
一
因
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
、
組
合
員
の

た
め
の
組
合
で
な
く
て

は
組
合
の
存
在
価
値
は

な
い
。
支
部
執
行
部
と

し
て
支
部
組
合
員
の
声

を
大
事
に
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
選
挙
闘
争
に

つ
い
て
は
、
全
国
的
に

投
票
率
の
低
下
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
、
ま
ず
は

支
部
と
し
て
は
、
『
投

票
に
行
こ
う
』
と
運
動

し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。 

続
い
て
、
二
宮
県
職

労
本
部
委
員
長
、
小
田

村
特
別
執
行
委
員
、
石

原
岩
国
市
議
会
議
員
な

ど
が
挨
拶
を
行
っ
た
。 

２
０
１
７
年
度
一
般

経
過
報
告
で
は
、
昨
年

度
の
福
利
厚
生
事
業
の

参
加
率
が
低
か
っ
た
こ

と
に
触
れ
、
周
知
不
足

が
原
因
で
あ
っ
た
と
執

行
部
と
し
て
分
析
し
て

い
る
。
本
年
度
は
、
支

部
の
広
報
誌
な
ど
を
活

用
し
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
し
た
。 

つ
づ
く
、
２
０
１
８

年
度
運
動
方
針
で
は
、

福
利
厚
生
事
業
に
つ
い

て
は
、
他
県
や
他
地
域

で
の
行
事
よ
り
も
、
岩

国
地
域
で
楽
し
め
る
企

画
を
優
先
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
本
年
度

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

ま
で
の
企
画
を
一
新

し
、
「
う
飼
い
」
を
企

画
す
る
。
ま
た
、
ス
ポ

ー
ツ
関
連
事
業
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
は
野

球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
及

び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
限

定
し
て
い
た
が
、
組
合

員
か
ら
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
サ
ッ
カ
ー
や
卓
球

な
ど
の
取
り
組
み
も
試

み
た
い
と
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
８
年
度
会
計
予

算
、
岩
国
支
部
規
約
改

正
に
つ
い
て
も
執
行
部

か
ら
提
案
さ
れ
、
全
議

案
全
会
一
致
で
す
べ
て

承
認
さ
れ
た
。
７
月
２

０
日
（
金
）
岩
国
総
合

庁
舎
入
札
会
議
室
に
お

い
て
、
執
行
委
員
・
代

議
員
を
含
め
●
●
名
参

加
の
も
と
、
２
０
１
８

年
度
岩
国
支
部
定
期
大

会
を
開
催
し
た
。
大
会

で
は
昨
年
度
の
活
動
を

総
括
し
、
今
年
度
の
運

動
方
針
・
会
計
予
算
な

ど
を
決
定
し
た
。 

 

 

災
害
対
応
業
務
に
追

わ
れ
て
お
り
出
席
が

叶
わ
な
い
こ
と
に
理

解
い
た
だ
き
た
い
。
西

日
本
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
大
会
の
延
期
も
考

慮
し
た
が
、
本
日
、
大

会
を
開
催
で
き
た
こ

と
に
組
合
員
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
組
合
の
求
心
力
低

下
は
組
合
が
組
合
員

の
声
を
当
局
に
ぶ
つ

け
る
こ
と
な
く
、
組
合

内
で
消
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
一
因
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
、
組
合

員
の
た
め
の
組
合
で

な
く
て
は
組
合
の
存

在
価
値
は
な
い
。
支
部

執
行
部
と
し
て
支
部

組
合
員
の
声
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
選
挙
闘
争
に
つ
い

て
は
、
全
国
的
に
投
票

率
の
低
下
が
叫
ば
れ

て
い
る
中
、
ま
ず
は
支

部
と
し
て
は
、
『
投
票

に
行
こ
う
』
と
運
動
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。 

続
い
て
、
二
宮
県
職

労
本
部
委
員
長
、
小
田

村
特
別
執
行
委
員
、
石

原
岩
国
市
議
会
議
員

な
ど
が
挨
拶
を
行
っ

た
。 ２

０
１
７
年
度
一

般
経
過
報
告
で
は
、
昨

年
度
の
福
利
厚
生
事

業
の
参
加
率
が
低
か

っ
た
こ
と
に
触
れ
、
周

知
不
足
が
原
因
で
あ

っ
た
と
執
行
部
と
し

て
分
析
し
て
い
る
。
本

年
度
は
、
支
部
の
広
報

誌
な
ど
を
活
用
し
周

知
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
し
た
。 

つ
づ
く
、
２
０
１
８

年
度
運
動
方
針
で
は
、

福
利
厚
生
事
業
に
つ

い
て
は
、
他
県
や
他
地

域
で
の
行
事
よ
り
も
、

岩
国
地
域
で
楽
し
め

る
企
画
を
優
先
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、

本
年
度
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
ま
で
の
企
画

を
一
新
し
、「
う
飼
い
」

を
企
画
す
る
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
関
連
事
業

に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
は
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
及
び
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
に
限
定
し
て
い

た
が
、
組
合
員
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
、
サ
ッ

カ
ー
や
卓
球
な
ど
の

取
り
組
み
も
試
み
た

い
と
し
た
。
ま
た
、
２

０
１
８
年
度
会
計
予

算
、
岩
国
支
部
規
約
改

正
に
つ
い
て
も
執
行

部
か
ら
提
案
さ
れ
、
全

議
案
全
会
一
致
で
す

べ
て
承
認
さ
れ
た
。
７

月
２
０
日
（
金
）
岩
国

総
合
庁
舎
入
札
会
議

室
に
お
い
て
、
執
行
委

員
・
代
議
員
を
含
め
●

●
名
参
加
の
も
と
、
２

０
１
８
年
度
岩
国
支

部
定
期
大
会
を
開
催

し
た
。
大
会
で
は
昨
年

度
の
活
動
を
総
括
し
、

今

年

度

の

運

動

方

針
・
会
計
予
算
な
ど
を

決
定
し
た
。 

 

 

て
い
る
中
、
支
部
と
し
て

は
、
若
年
層
を
中
心
に
投
票

率
の
向
上
に
取
り
組
む
」
と

挨
拶
し
た
。 

続
い
て
、
二
宮
県
職
労
本

部
委
員
長
、
小
田
村
特
別
執

行
委
員
、
石
原
岩
国
市
議
会

議
員
等
が
挨
拶
を
行
っ
た
。 

【
一
般
経
過
報
告
】 

昨
年
度
の
福
利
厚
生
事

業
の
参
加
率
が
低
か
っ
た

こ
と
に
触
れ
、
周
知
不
足
が

原
因
と
分
析
し
て
い
る
。
本

年
度
は
、
支
部
の
広
報
誌
な

ど
を
活
用
し
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
し
た
。 

【
運
動
方
針
】 

福
利
厚
生
事
業
に
つ
い

て
、
他
県
や
他
地
域
で
の
行

事
よ
り
も
、
岩
国
地
域
で
楽

し
め
る
企
画
を
優
先
し
た

い
。
本
年
度
は
、
昨
年
度
ま

で
の
企
画
を
一
新
し
、
「
う

飼
い
」
を
企
画
す
る
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
関
連
事
業
に
関

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
野

球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
及
び
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
に
限
定
し
て

い
た
が
、
組
合
員
か
ら
の
要

望
が
あ
れ
ば
、
サ
ッ
カ
ー
や

卓
球
な
ど
の
取
り
組
み
も

試
み
た
い
と
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
８
年
度
会
計
予
算
、

岩
国
支
部
規
約
改
正
に
つ

い
て
も
執
行
部
か
ら
提
案

さ
れ
、
全
議
案
全
会
一
致
で

す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。
７
月

２
０
日
（
金
）
岩
国
総
合
庁

舎
入
札
会
議
室
に
お
い
て
、

執
行
委
員
・
代
議
員
を
含
め

●
●
名
参
加
の
も
と
、
２
０

１
８
年
度
岩
国
支
部
定
期

大
会
を
開
催
し
た
。
大
会
で

は
昨
年
度
の
活
動
を
総
括

し
、
今
年
度
の
運
動
方
針
・

会
計
予
算
な
ど
を
決
定
し

た
。 

 

 

て
、
他
県
や
他
地
域
で
の
行
事

よ
り
も
、
岩
国
地
域
で
楽
し
め

る
企
画
を
優
先
し
た
い
。
本
年

度
は
、
昨
年
度
ま
で
の
企
画
を

一
新
し
、
「
鵜
飼
鑑
賞
」
を
企

画
す
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関

連
事
業
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
は
野
球
、
ソ
フ
ト
及
び
バ
レ

ー
に
限
定
し
て
い
た
が
、
組
合

員
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
他

の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
り
組
み

も
試
み
た
い
と
し
た
。
さ
ら

に
、
２
０
１
８
年
度
会
計
予

算
、
岩
国
支
部
規
約
改
正
に
つ

い
て
も
執
行
部
か
ら
提
案
さ

れ
、
全
議
案
全
会
一
致
で
す
べ

て
承
認
さ
れ
た
。 

 

  

 

  

編 集 所 

山口県職員労働組合岩国支部 

〒740-0016 岩国市三笠町 1-1-1 

TEL：0827-35-4711（内線：1585） 

FAX：0827-35-4722 

 

▲小田村特別執行委員 

▲石原岩国市議会議員 

 
 

★スケジュール 

８月２４日（金） 

１８：３５～２１：１０ 
 

 

★参加資格 

組合員及びその家族 

福利厚生会員及びその家族 
 

 

★参加費 

大人：1,000 円(中学生以上) 

こども：500円 
 

 

★募集締め切り 

８月８日（水） 
 

 

★その他 

ご不明な点は書記局ま

で！ 

錦帯橋鵜飼遊覧 


